
                      

                                               令和５年２月 

                                               北宇和高校保健室 

 

県内の新型コロナウイルス陽性者の報告数は減少傾向にありますが、依然として

多い状況です。また、年明け以降、感染性胃腸炎の報告数も増加しています。調理・食

事の前、トイレの後は液体石けんと流水で十分に手を洗い、感染を予防しましょう。 

2 月 20 日は「アレルギーの日」、17～23 日は「アレルギー週間」です。アレルギーの

一種であるスギやヒノキの花粉症はこれからピークを迎えます。花粉症対策と体調管

理の両輪で、しっかり対応していきましょう。 

 

  

今年も花粉のシーズンがやって来ました。四国のスギ花粉飛

散のピークは、３月上旬から３月中旬、ヒノキ花粉のピークは３月

下旬から４月中旬と予測されています。特に晴れて気温が高い

日、乾燥して風が強い日、雨が降った次の日などは、大量飛散

となる恐れがあるので注意しましょう。 

 

花粉症になるかどうかは、体質も関係しますが、花粉にさらされた量が多いほど発症率は高くなる

といわれています。今年は花粉飛散量が昨年よりもかなり多いと予想されていますので、新たな発症

の予防には、できるだけ体内に花粉を取り込まないことが重要です。また、すでに花粉症の症状が出

ている人は、早めに治療を始めましょう。（粘膜の炎症が軽いうちに治療を始めると効果的です。） 

【外出時の対策】 

○マスク・メガネ・帽子で花粉との接触を防ぐ。上着はつるつるした素材のものを。 

【帰宅後の対策】 

○家に入る前に、服や髪に付いた花粉をしっかり払い落とす。 

○手洗い・うがい・洗顔をする。 

○換気をするときは、窓を 10ｃｍ程度開け、レースのカーテンをする。 

 

 

 

 

 



 

 


